
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 今年の高等学校の入学者選抜の日の朝のことです。 

 その日、私が通勤する電車は入試のためか、いつもより空いており、緊張した表情の中学生の

姿がちらりほらり、その生徒たちの雰囲気のためか、電車の中にはいくらかの緊張感が漂ってい

るように感じられました。 

 電車はいつもの時間にいつものように動いていきます。ふと、窓の外に目をやると、ある中学

校の２階校舎のベランダに見慣れない白い布が見えました。一瞬で流れる景色に急いで目を凝ら

すと、黒い文字で大きく「ガンバレ」と書かれています。 

 私は、それを見て胸が熱くなる思いがしました。その布は電車に乗る受験生を応援するために

用意されたものでしょう。そこに込められた四文字は受験生に伝わるでしょうか。きっと、受験

する生徒が一人でも勇気づけられればと思い、準備された方がいたのだと思います。 

 人の気持ちは伝えようとしなければ伝わらないものです。「東上総の学校で学ぶ子供たちは幸

せだろうな。」私は所長として胸を張る思いで電車を降りました。応援されて送り出された子供

たちは、きっと人を応援できる人になることでしょう。 

 「念ずれば、花開く」と言います。それぞれの学校では、節目の折々に子供たちの努力や成長

の姿があり、感動が用意されていることでしょう。私は、事務所はそんな学校の応援団でありた

いと思ってきました。日々、学校を支えてくださっている皆様に深い敬意と感謝を込め、今年度

の結びの言葉といたします。  
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「朝の出来事に思いをはせて」   所長 宮内 教夫 
       

 

「令和元年度『生きる力』を育む東上総の教育」が、まもなく完成

します。 

 第１章では、学力向上に関する資料として、「思考し、表現する力」

を高める実践モデルプログラムを活用した授業実践例を紹介してい

ます。「見出す」「自分で取り組む」「広げ深める」「まとめあげる」の

各学習過程における子供の姿と授業改善の手立てを具体的に示して

います。 

また、第２章から第８章では、学校教育全般にわたる今日的な課題

について、管内の実情を踏まえて記述しています。 

「令和元年度『生きる力』を育む東上総の教育」は、令和２年度「第

１回管内教育長会議」及び「第 1回管内校長会議」（ともに４月開催）

で本冊とデータＣＤを配付します。データＣＤは校内のサーバ等に保

存して、日々の授業づくりや校内研修等で御活用ください。 

 

 

 

東上総教育 

事務所のマーク 
（H26 作成） 

「『生きる力』を育む東上総の教育」を発行 

勝浦鵜原の黒滝不整合 



千葉県教育委員会では、子供たちの体力向上と社会性の育成を目的
に、８つの種目に取り組む「いきいきちばっ子コンテスト『遊・友ス
ポーツランキングちば』」を実施しています。 
今年度は、大網白里市立白里小学校（３位）が「年間賞」を受賞し

ました。おめでとうございます。 

 

   

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

「ちばっ子の学び変革」推進事業公開研究会  長生村立高根小学校 

 令和２年１月２４日（金）長生村立高根小学校において、 

「『自ら考え、表現する児童の育成』～国語科における言語 

活動を工夫した授業づくりを通して～」をテーマに「『ちば 

っ子の学び変革』推進事業公開研究会」が開催されました。 

 高根小学校は平成２９年度より、県教育委員会の「ちばっ 

子の学び変革」推進事業の研究指定校となり、「主体的・対 

話的で深い学び」の実現に向けた授業実践研究を行ってきま 

した。本年度の公開研究会は、３年間の研究の集大成の場と 

して位置付けられ、全学年全学級で国語科授業の展開があり 

ました。授業では、対話的な活動を通して本時のねらいが達 

成できるよう、工夫された展開がなされていました。また、 

「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」を 

学習指導計画に効果的に位置付け、児童が学習の見通しをも 

って、意欲的に学習に取り組むことができるような工夫や、 

単元を通してどのような力を身に付けるのかを教師と児童と 

で共有することによって、児童が自身の学びを振り返りやす 

くするような工夫がなされていました。さらに、授業参観者による分科会では、拡大指導案

と付箋を使用した班別協議を行い、活発な意見交換がなされました。 

  高根小学校の学習過程を明確にした授業実践については「『思考し、表現する力』を高める

実践モデルプログラム」の優れた活用事例として、県教育委員会ホームページで掲載される

予定です。  

いきいきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」コンクール 

いきいきちばっ子コンテスト「遊・友スポーツランキングちば」 

千葉県教育委員会では、子供たちが、よりよい生活習慣を身に付けることを目的に、いき

いきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」コンクールを実施しています。 

今年度は、「モデルプラン部門」で横芝光町立東陽小学校が、「学級みんなで部門」で茂 

原市立早野中学校が「優秀賞」を受賞しました。また、「奨励賞」を

東金市立丘山小学校、山武市立大富小学校、山武市立緑海小学校、大

網白里市立増穂小学校、大網白里市立白里小学校、九十九里町立九十

九里小学校、横芝光町立横芝小学校、横芝光町立南条小学校、茂原市

立五郷小学校、勝浦市立上野小学校、九十九里町立九十九里中学校、

いすみ市立国吉中学校、いすみ市立大原中学校、大多喜町立大多喜中

学校、御宿町立御宿中学校が受賞しました。おめでとうございます。 


